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(54)【発明の名称】 超音波診断装置

(57)【要約】
【課題】  被検体の診断に必要な高度な機能を省スペー
ス本体で実現し、しかも低コスト化する。
【解決手段】  超音波診断装置本体１０１は、Ｂモード
画像をリアルタイム表示する標準機能のための処理を行
うベースシステム１と、拡張機能を付加するためのハー
ドウェアを有する拡張機能カードを抜き差し可能な拡張
スロット２とを具備する。
【効果】  拡張機能モジュールの装着により、診療科や
診断目的に特化した高度な機能を備えた専用機にカスタ
マイズできる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  少なくともＢモード画像をリアルタイム
表示する標準機能を有し且つ拡張機能を付加する拡張機
能モジュールを着脱可能な機能拡張部を備えたことを特
徴とする超音波診断装置。
【請求項２】  請求項１に記載の超音波診断装置におい
て、前記標準機能として、動画記録機能およびプリント
出力機能を更に有することを特徴とする超音波診断装
置。
【請求項３】  請求項１または請求項２に記載の超音波
診断装置において、前記拡張機能モジュールは、通信機
能，心臓専用機能，腹部専用機能，産科／婦人科専用機
能，ドプラモード画像生成機能，パワーモード画像生成
機能，カラーフロー画像生成機能の少なくとも一つを有
することを特徴とする超音波診断装置。
【請求項４】  請求項１から請求項３のいずれかに記載
の超音波診断装置と、前記超音波診断装置で実行される
ソフトウェアを持たず且つ前記拡張機能のためのハード
ウェアを有する拡張機能モジュールを具備し、前記拡張
機能のためのソフトウエアを前記超音波診断装置にイン
ストールすることを特徴とする超音波診断装置。
【請求項５】  請求項１から請求項３のいずれかに記載
の超音波診断装置と、前記超音波診断装置で実行される
ソフトウェアおよび前記拡張機能のためのハードウェア
を有する拡張機能モジュールを具備したことを特徴とす
る超音波診断装置。
【請求項６】  請求項１から請求項５のいずれかに記載
の超音波診断装置において、前記拡張機能モジュール
は、前記超音波診断装置の拡張スロットに抜き差し可能
なカード型であることを特徴とする超音波診断装置。
【請求項７】  請求項１から請求項５のいずれかに記載
の超音波診断装置において、前記拡張機能モジュール
は、前記超音波診断装置のカートリッジスロットに挿脱
可能なカートリッジ型であることを特徴とする超音波診
断装置。
【請求項８】  請求項１から請求項５のいずれかに記載
の超音波診断装置において、前記拡張機能モジュール
は、前記超音波診断装置のラックに積載可能なコンポ型
であることを特徴とする超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、超音波診断装置に
関し、さらに詳しくは、被検体の診断に必要な高度な機
能を省スペースの本体で実現でき、しかも低コスト化で
きるようにした超音波診断装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、超音波診断装置は、Ｂモード画像
をリアルタイム表示する標準機能に加えて、高度な付加
機能（例えばカラードプラ画像表示機能，ドプラモード
画像表示機能，産科／婦人科計測機能，心機能計測機
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能）を備えるようになってきている。一般に、多機能化
するにつれて、装置本体が大型化，高価格化する傾向が
ある。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】一般に、多機能で大型
の超音波診断装置は、空間に余裕がある診察室等での使
用には適するが、狭い場所での使用には適さない問題点
がある。例えば、医師の回診時に、狭い病室のベッドサ
イドに持ち込むことが難しかった。また、個別の診療科
や診断目的に特化した付加機能のみを必要とする場合で
も、他の不必要な付加機能を含む高価な超音波診断装置
を導入しなければならず、コストパフォーマンス（cost
 performance）が悪い問題点がある。そこで、本発明の
目的は、被検体の診断に必要な高度な機能を省スペース
の本体で実現でき、しかも低コスト化できるようにした
超音波診断装置を提供することにある。
【０００４】
【課題を解決するための手段】第１の観点では、本発明
は、少なくともＢモード画像をリアルタイム表示する標
準機能を有し且つ拡張機能を付加する拡張機能モジュー
ルを着脱可能な機能拡張部を備えたことを特徴とする超
音波診断装置を提供する。上記第１の観点による超音波
診断装置では、単体で、Ｂモード画像を表示するベース
マシン（base machine）として使用可能である。また、
拡張機能モジュールを機能拡張部へ装着すれば、装置本
体を大型化せずに、必要な機能だけを追加することが可
能となる。すなわち、被検体の診断に必要な高度な機能
を省スペースの本体で実現でき、しかも低コスト化でき
るようになる。
【０００５】第２の観点では、本発明は、上記構成の超
音波診断装置において、前記標準機能として、動画記録
機能およびプリント出力機能を更に有することを特徴と
する超音波診断装置を提供する。上記第２の観点による
超音波診断装置では、動画記録機能やプリント出力機能
をも、標準機能として利用可能となる。
【０００６】第３の観点では、本発明は、上記構成の超
音波診断装置において、前記拡張機能モジュールは、通
信機能，心臓専用機能，腹部専用機能，産科／婦人科専
用機能，ドプラモード画像生成機能，パワーモード画像
生成機能，カラーフロー画像生成機能の少なくとも一つ
を有することを特徴とする超音波診断装置を提供する。
上記第３の観点による超音波診断装置では、拡張機能モ
ジュールを機能拡張部へ装着することで、各種の機能
（通信機能，心臓専用機能，腹部専用機能，産科／婦人
科専用機能，ドプラモード画像生成機能，パワーモード
画像生成機能，カラーフロー画像生成機能）を利用可能
となる。
【０００７】第４の観点では、本発明は、上記構成の超
音波診断装置と、前記超音波診断装置で実行されるソフ
トウェアを持たず且つ前記拡張機能のためのハードウェ
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アを有する拡張機能モジュールを具備し、前記拡張機能
のためのソフトウエアを前記超音波診断装置にインスト
ール（install）することを特徴とする超音波診断装置
を提供する。上記第４の観点による超音波診断装置で
は、拡張機能モジュールを機能拡張部へ装着すると共
に、該拡張機能のためのソフトウェアを超音波診断装置
にインストールすることで、拡張機能を利用可能とな
る。
【０００８】第５の観点では、本発明は、上記構成の超
音波診断装置と、前記超音波診断装置で実行されるソフ
トウェアおよび前記拡張機能のためのハードウェアを有
する拡張機能モジュールを具備したことを特徴とする超
音波診断装置を提供する。上記第５の観点による超音波
診断装置では、拡張機能モジュールを機能拡張部へ装着
すると、該拡張機能モジュールに内蔵されたソフトウェ
アが実行されるので、ソフトウェアのインストール作業
なしに、拡張機能を利用可能となる。
【０００９】第６の観点では、本発明は、上記構成の超
音波診断装置において、前記拡張機能モジュールは、前
記超音波診断装置の拡張スロットに抜き差し可能なカー
ド型であることを特徴とする超音波診断装置を提供す
る。上記第６の観点による超音波診断装置では、カード
型の拡張機能モジュールを用いるので、細い拡張スロッ
トを機能拡張部として利用できる。
【００１０】第７の観点では、本発明は、上記構成の超
音波診断装置において、前記拡張機能モジュールは、前
記超音波診断装置のカートリッジスロットに挿脱可能な
カートリッジ型であることを特徴とする超音波診断装置
を提供する。上記第７の観点による超音波診断装置で
は、カートリッジ型の拡張機能モジュールを用いるの
で、拡張機能モジュールを引き出し状に挿脱可能なカー
トリッジスロットを機能拡張部として利用できる。
【００１１】第８の観点では、本発明は、上記構成の超
音波診断装置において、前記拡張機能モジュールは、前
記超音波診断装置のラックに積載可能なコンポ型である
ことを特徴とする超音波診断装置を提供する。上記第８
の観点による超音波診断装置では、コンポ型の拡張機能
モジュールを用いるので、拡張機能モジュールを積載可
能なラックを機能拡張部として利用できる。
【００１２】
【発明の実施の形態】以下、図を参照して本発明の実施
の形態を説明する。なお、これにより本発明が限定され
るものではない。
【００１３】－第１の実施形態－
図１は、本発明の第１の実施形態にかかる超音波診断装
置１００を示す斜視図である。図１の（ａ）は、正面側
から見た状態である。図１の（ｂ）は、背面側から見た
状態である。図２は、図１の超音波診断装置１００の構
成ブロック図である。この超音波診断装置１００は、超
音波を被検体内へ送信すると共に該被検体内から超音波

4
エコーを受信する超音波探触子１１および送受信部１２
と、Ｂモード画像をリアルタイム（real time）表示す
る標準機能のための処理を行う超音波診断装置本体１０
１と、操作者からの指示や設定を受け付けるコンソール
１６と、画像を表示する表示装置１７とを具備して構成
されている。前記標準機能として、ＶＣＲ（Video Cass
ette Recorder）による動画記録機能や、プリンタによ
る出力機能を更に備えてもよい。
【００１４】超音波診断装置本体１０１は、ベースシス
テム１（Ｂモード処理部１３，制御部１４，ＣＤ－ＲＯ
Ｍドライブ装置１５）と、拡張機能を付加するためのハ
ードウェアを有する拡張機能カード（図３～５の３）を
抜き差し可能な拡張スロット２と、移動用の車輪Ｗとを
具備する。拡張スロット２の数は、例えば、３である。
その理由は、多機能化を図る見地からはスロット数を増
やすことが好ましいが、あまり増やすと、装置全体が大
型化して、取り扱い性が悪くなる不都合を生じるためで
ある。前記拡張機能は、外部機器やネットワークと情報
をやり取りするための通信機能，シネスクロールなどの
心臓専用機能，内科診断や泌尿器診断に特化した腹部専
用機能，胎児診断や子宮診断のための計測等を行う産科
（obsterics）／婦人科（gynecology）専用機能，ドプ
ラモード画像生成機能，パワーモード画像生成機能，カ
ラーフロー画像生成機能などである。なお、ベースシス
テム１および拡張スロット２は、超音波診断装置本体１
０１の背面に設けられた扉Ｄを開くことで露出する。
【００１５】超音波診断装置１００に拡張機能を付加す
る場合、次の（１）～（３）の手順で作業を行う。
（１）ベンダー（vendor）から派遣されたカスタマエン
ジニア（customer engineer）は、超音波診断装置１０
０が設置されている病院に、所望の拡張機能を付加する
ための拡張機能用パッケージＰを持参する。図３に示す
ように、拡張機能用パッケージＰは、拡張機能カード３
と、超音波診断装置１００で実行されるソフトウェアを
格納したＣＤ－ＲＯＭ（Compact Disk-Read Only Memor
y）１０１とを１キット化したものである。
（２）超音波診断装置本体１０１の扉Ｄを開き、拡張機
能用パッケージＰから取り出した拡張機能カード３を、
拡張スロット２に装着する。例えば、図４に示すよう
に、拡張機能カード３－１，３－２，３－３を装着す
る。
（３）カスタマエンジニアは、ＣＤ－ＲＯＭドライブ装
置１５にＣＤ－ＲＯＭ１０１をマウント（mount）し、
ソフトウェアを超音波診断装置１００のハードディスク
等にインストールする。その後、ＣＤ－ＲＯＭ１０１を
取り出し、超音波診断装置本体１０１の扉Ｄを閉じる。
【００１６】なお、別の拡張機能を利用する場合、装着
した拡張機能カード３を取り外し、他の拡張機能カード
３に差し替えることもあり得る。この場合、差し替えた
拡張機能カード３が、過去に装着した実績のあるもので



(4) 特開２００３－７９６２８

10

20

30

40

50

5
あれば、ソフトウェアを超音波診断装置本体１０１にイ
ンストール済みなので、改めてインストール作業を行う
必要はない。したがって、図５に示すように、診療科の
医師や技師が、病院の備品棚Ｔに収蔵された拡張機能カ
ード３のうちから、必要な拡張機能に対応するものを持
ち出し、超音波診断装置１００の拡張スロット２に装着
するだけで拡張機能を利用可能となる。このように拡張
機能カード３の共有化を図ることで、コストパフォーマ
ンスを高くできる。
【００１７】以上の超音波診断装置１００によれば、単
体で、コンパクトなＢモード装置として使用できる。ま
た、拡張機能カード３を拡張スロット２に装着すること
で、必要な拡張機能を付加することが可能なので、狭い
病室等でも、診療科や診断目的に特化した高度な機能を
利用できるようになる。
【００１８】－第２の実施形態－
図６は、本発明の第２の実施形態にかかる超音波診断装
置２００を示す斜視図である。この超音波診断装置２０
０は、超音波探触子１１と、Ｂモード画像をリアルタイ
ム表示する標準機能のための処理を行い且つノートパソ
コン型の超音波診断装置本体２０１と、その超音波診断
装置本体２０１の上面に配設されたコンソール２１６
と、表示装置２１７とを具備して構成されている。電源
は、超音波診断装置本体２０１の内蔵電池（例えばリチ
ウムイオン電池やニッケルカドニウム電池）または商用
ＡＣ電源である。超音波診断装置本体２０１には、拡張
機能を付加するためのハードウェアを有する拡張機能カ
ード２０３を抜き差し可能な拡張スロット２０２が１つ
設けられている。
【００１９】超音波診断装置２００に拡張機能を付加す
る場合、カスタマエンジニア（診療科の医師や技師でも
よい）は、所望の拡張機能を付加するための拡張機能カ
ード２０３を拡張スロット２０２に挿入する。そして、
超音波診断装置本体２０１が内蔵するか又は外付けした
ＣＤ－ＲＯＭドライブ装置（図示せず）に拡張機能のた
めのソフトウェアを格納したＣＤ－ＲＯＭをマウント
し、ソフトウェアをインストールする。別の拡張機能を
利用したいときには、拡張機能カード２０３を拡張スロ
ット２０２から引き抜いて、新たな拡張機能カード２０
３に差し替える。この際、差し替えた拡張機能カード２
０３が、過去に装着した実績のあるものであれば、ソフ
トウェアが超音波診断装置本体２０２にインストール済
みなので、改めてインストールする必要はない。
【００２０】以上の超音波診断装置２００によれば、単
体で、手軽に持ち運べる携帯型Ｂモード装置として使用
できる。また、拡張機能カード２０３を拡張スロット２
０２に装着することで、診療科ごとに必要な拡張機能を
付加することが可能なので、診療科や診断目的に特化し
た高度な機能をどんな場所でも利用できるようになる。
【００２１】－第３の実施形態－
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図７は、本発明の第３の実施形態にかかる超音波診断装
置３００を示す斜視図である。この超音波診断装置３０
０は、超音波探触子（図示せず）と、Ｂモード画像をリ
アルタイム表示する標準機能のための処理を行う超音波
診断装置本体３０１と、コンソール３１６と、表示装置
３１７と、移動用の車輪Ｗとを具備している。
【００２２】超音波診断装置本体３０１には、拡張機能
のためのソフトウェアおよびハードウェアを有する拡張
機能カートリッジ（図８の３０３）を引き出し状に挿脱
可能な、例えば３つのカートリッジスロット３０２が設
けられている。
【００２３】超音波診断装置３００に拡張機能を付加す
る場合、診療科の医師や技師は、例えば備品棚に収蔵さ
れた拡張機能カートリッジ３０３のうちから、必要な拡
張機能に対応するものを持ち出す。そして、図８に示す
ように、超音波診断装置３００のカートリッジスロット
３０２に挿入する。拡張機能カートリッジ３０３にはソ
フトウェアが内蔵されているので、インストール作業な
しに、直ちに拡張機能を利用可能となる。
【００２４】以上の超音波診断装置３００によれば、単
体で、コンパクトなＢモード画像表示機として使用でき
る。また、医師や技師が拡張機能カートリッジ３０３を
カートリッジスロット３０２に装着するだけで、インス
トール作業の手間をかけずに、診療科ごとに必要な拡張
機能を利用可能となる。
【００２５】－第４の実施形態－
図９は、本発明の第４の実施形態にかかる超音波診断装
置４００を示す斜視図である。この超音波診断装置４０
０は、超音波探触子（図示せず）と、Ｂモード画像をリ
アルタイム表示する標準機能のための処理を行う超音波
診断装置本体４０１と、コンソール４１６と、表示装置
４１７と、移動用の車輪Ｗとを具備して構成されてい
る。超音波診断装置本体４０１の上面には、拡張機能の
ためのソフトウェアおよびハードウェアを有する拡張機
能コンポ（component）４０３を例えば３つまで積載可
能なラック（rack）４０２が設けられている。
【００２６】超音波診断装置４００に拡張機能を付加す
る場合、図１０に示すように、診療科の医師や技師は、
必要な拡張機能に対応する拡張機能コンポ４０３－１，
４０３－２，４０３－３をラック４０２上に積載し、コ
ネクタＣを超音波診断装置本体４０１に接続する。これ
により、拡張機能を直ちに利用可能となる。
【００２７】以上の超音波診断装置４００によれば、単
体で、コンパクトなＢモード画像表示機として使用でき
る。また、医師や技師が拡張機能コンポ４０３をラック
４０２上に積載してコネクタＣを接続するだけで、診療
科ごとに必要な拡張機能を選択的に付加することが可能
となる。さらに、複数の拡張機能コンポ４０３を隙間な
しに積載可能なので、最小限のスペースで、多機能化を
実現できる。
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【００２８】
【発明の効果】本発明の超音波診断装置によれば、次の
効果が得られる。
（１）単体で、Ｂモード画像表示による診断を行える。
（２）拡張機能モジュールを装着することで、装置全体
のコンパクトさを損なわずに、診療科や診断目的に特化
した高度な機能を備えた専用機にカスタマイズ（custom
ize）できる。これにより、例えば回診時の装置移動を
スムーズに行えるようになる。
（３）拡張機能モジュールを差し替えることで機能を変
更できるので、実質的に、小型かつ多機能の超音波診断
装置を実現できる。
（４）利用者は、付加機能の必要性が生じた時点で拡張
機能モジュールを購入追加すればよいので、初期導入コ
ストを低減できる。
（５）不要な付加機能のためのコスト負担が必要ないの
で、コストパフォーマンスを高くできる。
（６）拡張機能モジュールごとに、保守や開発を効率よ
く行える。
【図面の簡単な説明】
【図１】第１の実施形態にかかる超音波診断装置を示す
斜視図である。
【図２】図１の超音波診断装置の構成ブロック図であ
る。
【図３】拡張機能カードとＣＤ－ＲＯＭとを１キット化
した拡張機能用パッケージを示す斜視図である。
【図４】超音波診断装置本体に拡張機能カードを装着す
る状態を示す説明図である。
【図５】備品棚から拡張機能カードを持ち出す状態を示
す説明図である。
【図６】第２の実施形態にかかる超音波診断装置を示す
斜視図である。
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【図７】第３の実施形態にかかる超音波診断装置を示す
斜視図である。
【図８】図７の超音波診断装置のカートリッジスロット
に拡張機能カートリッジを挿入する状態を示す斜視図で
ある。
【図９】第４の実施形態にかかる超音波診断装置を示す
斜視図である。
【図１０】図９の超音波診断装置のラック上に拡張機能
コンポを積載する状態を示す斜視図である。
【符号の説明】
１００，２００，３００，４００  超音波診断装置
１                                ベースシステム
２，２０２                        拡張スロット
３，２０３                        拡張機能カード
１１                              超音波探触子
１２                              送受信部
１３                              Ｂモード処理部
１４                              制御部
１５                              ＣＤ－ＲＯＭドラ
イブ装置
１６，２１６，３１６，４１６      コンソール
１７，２１７，３１７，４１７      表示装置
１０１，２０１，３０１，４０１    超音波診断装置本
体
３０２                            カートリッジスロ
ット
３０３                            拡張機能カートリ
ッジ
４０２                            ラック
４０３                            拡張機能コンポ
Ｃ                                コネクタ
Ｗ                                車輪

【図３】
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【図４】
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